
45

お 知 ら せ
I N F O R M A T I O N
第996号■平成28年12月号

※電話の掛け間違いにご注意ください。

税

「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」の

受
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た

平
成
29
年
度
広
報
に
い
ざ・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
掲
載
広
告
を
募
集

電
柱
広
告
を
利
用
し
た
公
共
表
示

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
に

加
入
し
ま
す

特
定
健
診
及
び
人
間
ド
ッ
ク
の
実
施

期
間
が
12
月
31
日
で
終
了
し
ま
す

障
が
い
者
卓
球
教
室

①
受
講
生
、②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

運
転
免
許
の
自
主
返
納
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か

11
月・12
月
は「
夕
暮
れ
時
早
め
の

ラ
イ
ト
点
灯
運
動
」期
間
で
す

「
第
３
次
新
座
市
地
域
福
祉
計
画
及
び

新
座
市
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
福
祉
活
動

計
画（
素
案
）」に
つ
い
て
の
意
見
募
集

「
第
２
次
新
座
市
配
偶
者
等
か
ら
の

暴
力
防
止
及
び
被
害
者
支
援
基
本
計
画
」

に
つ
い
て
の
意
見
募
集

図
書
館
雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
を
募
集

12
月
３
日
〜
９
日
は
障
害
者
週
間

市税などの納期
固定・都市計画税 3期
国民健康保険税 6期
介護保険料 　　　 6期
後期高齢者医療保険料　6期

平
成
29・30
年
度
入
札
参
加
資
格

登
録
に
は
審
査
の
申
請
が
必
要
で
す

▼
受
付
期
間
／
11
月
28
日
㈪
〜

12
月
16
日
㈮
、午
前
９
時
〜
11
時

及
び
午
後
１
時
〜
４
時※

詳
細

は
提
出
要
領
又
は
市
ホ
ー
ム
ぺ
ー

ジ
参
照
▼
問
合
せ
及
び
受
付
場
所

／
管
財
契
約
課（
☎
０
４
８-

４
７

７-

２
２
８
１
）へ

冬
の
交
通
事
故
防
止
運
動
を
実
施

　「
障
害
者
週
間
」は
、障
害
者
基
本

法
に
お
い
て
、国
民
の
間
に
広
く
障

が
い
者
の
福
祉
に
つ
い
て
の
関
心
と

理
解
を
深
め
、障
が
い
者
が
あ
ら
ゆ

る
分
野
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す

る
意
欲
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
設

定
さ
れ
ま
し
た
。障
が
い
の
あ
る
人

も
な
い
人
も
共
に
暮
ら
す
大
切
さ
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。▼
問
合

せ
／
障
が
い
者
福
祉
課（
☎
０
４
８-

４
２
４-

８
１
８
０
）

▼
日
時
／
１
月
７
日
か
ら
２
月
４
日

ま
で
の
毎
週
土
曜
日
、全
５
回
、午
後

１
時
30
分
〜
３
時
▼
対
象
／
①
市
内

在
住
で
障
が
い
者
手
帳
を
お
持
ち
の

方（
初
め
て
参
加
の
方
優
先
）、②
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
く
だ
さ
る
市
民

の
方（
経
験
不
問
）▼
定
員
／
①
16
名
、

②
若
干
名
▼
費
用
／
①
４
０
０
円（
保

険
代
）▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
12

月
16
日
㈮
ま
で
に
窓
口
又
は
電
話
、

フ
ァッ
ク
ス（
０
４
８-

４
８
１-

３
３
０

３
）で
、福
祉
の
里
障
が
い
者
福
祉
セ

ン
タ
ー（
☎
０
４
８-

４
８
１-

２
９
１

０
）へ※

月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
翌

日
も
）、祝
日
休
館

　
市
で
は
、Ｄ
Ｖ
防
止
及
び
被
害
者

と
そ
の
子
ど
も
の
支
援
の
よ
り一層
の

充
実
を
図
る
た
め
、新
た
に
平
成
29

年
度
か
ら
平
成
32
年
度
ま
で
の
４
年

間
を
計
画
期
間
と
す
る「
第
２
次
新

座
市
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
防
止
及

び
被
害
者
支
援
基
本
計
画
」の
策
定

に
向
け
、男
女
共
同
参
画
審
議
会
を

中
心
に
検
討
を
進
め
て
お
り
、計
画

の
中
間
報
告
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

▼
意
見
募
集
期
間
／
12
月
５
日
㈪
〜

20
日
㈫
▼
中
間
報
告
の
公
表
方
法
／

人
権
推
進
課
窓
口
、情
報
公
開
総
合

窓
口（
市
政
情
報
課
）、に
い
ざ
ほ
っ
と

ぷ
ら
ざ
、各
公
民
館・コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。※

男
女
共
同
参

画
審
議
会
会
議
録
な
ど
の
関
係
資
料

は
、情
報
公
開
総
合
窓
口
及
び
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
提
出
で
き
る
方
／
○
本
市
に
在
住

及
び
在
勤
在
学（
本
市
に
事
務
所
、事

業
所
を
有
す
る
法
人
な
ど
）、○
本
市

に
納
税
義
務
を
有
す
る
方
、○
本
事

案
に
利
害
関
係
を
有
す
る
方
▼
留
意

事
項
／
○
提
出
の
際
、使
用
す
る
言

語
は
日
本
語
と
し
、提
出
さ
れ
る
方

の
住
所・氏
名（
法
人
な
ど
の
場
合
は
、

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
、名
称
及

び
代
表
者
の
氏
名
）を
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。○
ご
意
見
に
対
す
る
個
別

の
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
が
、ご
意
見

は
今
後
の
審
議
の
参
考
と
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
及
び
意
見
の
提
出
先
／
書

面
で
直
接
又
は
郵
送
、意
見
募
集
フ

ォ
ー
ム（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
パ
ブ

リ
ッ
ク・コ
メ
ン
ト（
意
見
募
集
）等
」

の
ペ
ー
ジ
か
ら
送
信
）、フ
ァ
ッ
ク
ス

▼
特
別
功
労
者

○
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
い
て
活

躍
さ
れ
、ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
多
大

な
貢
献
を
さ
れ
た
方
々
／
石
川
丈
則

（
練
馬
区
）、永
田
裕
幸（
三
芳
町
）、

宮
川
紗
江（
西
武
台
高
）、三
宅
義
行

（
野
火
止
）

▼
公
務
等
功
労
者

○
長
年
に
わ
た
り
、議
会
の
議
員
と

し
て
市
政
の
重
責
を
担
わ
れ
、自
治

の
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
／
榎
本

賢
治（
堀
ノ
内
）、小
野
大
輔（
新
座
）、

島
田
久
仁
代（
大
和
田
）

○
長
年
に
わ
た
り
、特
別
職
職
員
と

し
て
公
務
に
精
励
さ
れ
、本
市
政
の

推
進
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
／
赤
坂
信

（
０
４
８-

４
７
９-

２
２
２
５
）で
人
権

推
進
課（
〒
３
５
２-

８
６
２
３
野
火

止
１-

１-

１
、☎
０
４
８-

４
７
７-

１

５
１
３
）へ

　
市
で
は
、新
た
な
市
民
ニ
ー
ズ
や

福
祉
課
題
に
対
応
す
る
べ
く
、平
成

29
年
度
か
ら
33
年
度
ま
で
を
計
画
期

間
と
す
る
第
３
次
新
座
市
地
域
福
祉

計
画
及
び
新
座
市
社
会
福
祉
協
議
会

地
域
福
祉
活
動
計
画
を
策
定
す
る
た

め
、新
座
市
地
域
福
祉
計
画
推
進
委

員
会（
以
下
、推
進
委
員
会
）が
、こ
れ

ま
で
審
議
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
度
、素
案
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
の
で
、意
見
を
募
集
し
ま
す
。推
進

委
員
会
で
は
頂
い
た
意
見
を
踏
ま
え

て
、市
へ
の
答
申
に
向
け
た
最
終
的
な

検
討
を
行
い
ま
す
。▼
意
見
募
集
期

間
／
12
月
１
日
㈭
〜
15
日
㈭
▼
素
案

の
公
表
場
所
／
生
活
福
祉
課
、情
報

公
開
総
合
窓
口（
市
政
情
報
課
）、に

い
ざ
ほ
っ
と
ぷ
ら
ざ
、各
公
民
館・コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
及
び
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。▼
提

出
で
き
る
方
／
○
本
市
に
在
住
又
は

在
勤
在
学
の
方
、○
本
市
に
事
務
所
、

事
業
所
を
有
す
る
法
人
な
ど
、○
本

市
に
納
税
義
務
を
有
す
る
方
、○
本

事
案
に
利
害
関
係
を
有
す
る
方
▼
留

意
事
項
／
○
提
出
に
当
た
っ
て
使
用

す
る
言
語
は
日
本
語
と
し
、提
出
さ

れ
る
方
の
住
所・氏
名（
法
人
な
ど
の

場
合
は
、主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
、

名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名
）を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。○
提
出
い
た
だ
い

た
意
見
と
そ
れ
に
対
す
る
推
進
委
員

会
の
考
え
方
に
つ
い
て
は
、簡
潔
に
ま

と
め
て
公
表
し
ま
す
。な
お
、提
出
し

て
い
た
だ
い
た
方
の
住
所・氏
名
は
公

表
し
ま
せ
ん
。▼
問
合
せ
及
び
意
見

の
提
出
先
／
書
面
で
直
接
、又
は
郵

送
、フ
ァッ
ク
ス（
０
４
８-

４
８
２-

５

２
２
１
）、意
見
募
集
フ
ォ
ー
ム（
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト（
意
見
募
集
）等
」の
ペ
ー
ジ
か
ら

送
信
）で
生
活
福
祉
課（
〒
３
５
２-

８

６
２
３
野
火
止
１-

１-

１
、☎
０
４
８

-

４
２
４-

９
６
０
７
）へ

▼
埼
玉
県
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会

優
秀
賞
／
松
本
美
柚（
新
座
中
学
校

３
年
生
）、金
子
ひ
か
る（
第
二
中
学

校
３
年
生
）、片
井
麻
有
里（
第
五
中

学
校
３
年
生
）▼
朝
霞
税
務
署
長
賞

／
西
山
真
央（
第
五
中
学
校
３
年
生
）

▼
新
座
市
長
賞
／
逸
見
友
花（
第
三

中
学
校
３
年
生
）▼
朝
霞
税
務
署
管

内
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞
／
中

島
郁
人（
第
五
中
学
校
３
年
生
）▼
新

座
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞
／
濱
田

真
衣（
第
五
中
学
校
３
年
生
）▼
朝
霞

税
務
署
管
内
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

長
賞
／
堀
田
舜
介（
第
六
中
学
校
３

年
生
）、富
崎
佑
太（
第
四
中
学
校
３

年
生
）▼
埼
玉
県
租
税
教
育
推
進
協

議
会
長
賞
／
川
口
裕
太
郎（
学
校
法

人
立
教
学
院
立
教
新
座
高
等
学
校
２

年
生
）▼
朝
霞
税
務
署
長
賞
／
宮
脇

瑠
架（
新
座
総
合
技
術
高
等
学
校
１

年
生
） ▼
問
合
せ
／
朝
霞
税
務
署（
☎

０
４
８-

４
６
７-

２
２
１
１
）※

自
動

音
声
に
従
い「
２
」を
選
択

　
　

▼
募
集
期
間
／
12
月
22
日
㈭
ま
で※

掲
載
期
間
、対
象
、広
告
規
格
、掲
載

料
な
ど
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、問
合
せ
く
だ
さ

い
。▼
問
合
せ
／
市
政
情
報
課（
☎
０

４
８-

４
２
４-

９
６
０
０
）

　
図
書
館
の
雑
誌
の
購
入
費
用
を
ご

負
担
い
た
だ
く
代
わ
り
に
、そ
の
雑

誌
の
最
新
号
の
カ
バ
ー
に
事
業
者
の

広
告
を
貼
付
し
ま
す
。詳
細
は
図
書

館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
▼
問
合
せ
／

中
央
図
書
館（
☎
０
４
８-

４
８
１-

１

１
１
５
）へ

　
交
通
事
故
は
、午
後
４
時
〜
６
時

に
最
も
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。自

動
車
や
自
転
車
の
早
め
の
ラ
イ
ト
点

灯
は
、歩
行
者
、障
害
物
、危
険
を
発

見
す
る
だ
け
で
は
な
く
、自
分
の
存

在
を
知
ら
せ
る
効
果
も
あ
り
ま
す
の

で
、早
め
の
点
灯
を
心
掛
け
て
く
だ

さ
い
。▼
問
合
せ
／
市
民
安
全
課（
☎

０
４
８-

４
７
７-

２
４
８
４
）

▼
期
間
／
12
月
１
日
㈭
〜
15
日
㈭
▼

新
座
市
重
点
目
標
＝
自
転
車・歩
行

者
の
交
通
事
故
防
止（
特
に
、改
正
道

路
交
通
法
の
周
知
と
自
転
車
保
険
の

加
入
促
進
）▼
出
発
式
／
12
月
１
日

㈭
、午
前
10
時
か
ら※

新
座
駅
南
口

公
園
出
発
▼
問
合
せ
／
市
民
安
全
課

（
☎
０
４
８-

４
７
７-

２
４
８
４
）

　
10
月
４
日
に
東
電
タ
ウ
ン
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
㈱
と「
地
域
貢
献
型
広
告
に

関
す
る
協
定
」を
締
結
し
、電
柱
広
告

を
利
用
し
た
地
域
へ
の
公
共
的
な
情

報
発
信
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。▼
問
合
せ
／
市
民
安
全
課（
☎
０

４
８-

４
７
７-

２
５
０
２
）

　「
運
転
に
自
信
が
な
く
な
っ
た
」な

ど
、お
悩
み
の
方
は
、運
転
免
許
の
自

主
返
納
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。埼
玉
県
警
察
で
は
、シ
ル
バ
ー・

サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

■
シ
ル
バ
ー・サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
＝

　
運
転
免
許
を
自
主
返
納
し
た
方
は
、

「
運
転
経
歴
証
明
書
」を
申
請
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。こ
れ
を
提
示
す
る

と
シ
ル
バ
ー・サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
の
協

賛
事
業
所
で
さ
ま
ざ
ま
な
特
典
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。協
賛
事
業

所
に
つ
い
て
は
、埼
玉
県
警
察
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.police.pr
ef.saitam

a.lg.jp

）参
照
▼
問
合
せ

／
長
寿
支
援
課（
☎
０
４
８-

４
２
４-

９
６
１
１
）

　
20
歳
に
な
る
と
、全
て
の
方
が
国

民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。老
後
だ
け
で
な
く
、病
気
や
け
が

で
障
が
い
が
残
っ
た
と
き
に
は
障
害

基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。未
納

の
場
合
は
将
来
の
年
金
額
が
減
っ
た

り
支
給
さ
れ
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。※

納
め
ら
れ
な
い
と
き
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。▼
問
合
せ
／
国
保

年
金
課（
☎
０
４
８-

４
２
４-

９
６
１

２
）又
は
埼
玉
国
民
年
金
電
話
相
談

セ
ン
タ
ー（
☎
０
４
９-

２
４
８-

１
１

６
５
）

　
特
定
健
診
は
、市
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
る
40
歳
か
ら
74
歳
ま

で
の
方
を
対
象
に
、無
料
で
医
療
機

関
に
て
実
施
し
て
い
ま
す
。人
間
ド
ッ

ク
は
、市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
、

国
民
健
康
保
険
税
を
完
納
し
て
い
る

世
帯
の
方
を
対
象
に
、自
己
負
担
１

万
円
で
実
施
し
て
い
ま
す
。※

詳
細

は
６
月
下
旬
に
送
付
し
た
案
内
や
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
▼
問
合
せ
／

国
保
年
金
課（
☎
０
４
８-

４
２
４-

４

８
５
３
）

久
留
米
市
）、林
弘
行（
野
寺
）、増
木

工
業
株
式
会
社（
野
火
止
）、松
岡
洋

子（
池
田
）、横
山
浩
一（
府
中
市
）、

横
山
眞
一（
清
瀬
市
）

▼
私
財
寄
附
者

○
公
共
の
た
め
に
積
極
的
に
私
財
を

提
供
さ
れ
、本
市
政
の
進
展
に
貢
献

さ
れ
た
方
々
／
一
般
社
団
法
人
埼
玉

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会（
さ
い
た
ま
市
）、

青
梅
信
用
金
庫（
青
梅
市
）、学
校
法

人
竹
内
学
園（
大
和
田
）、株
式
会
社

ス
ズ
ヒ
ロ
産
業（
菅
沢
）、栗
原
一
丁

目
町
内
会
、公
益
社
団
法
人
朝
霞
法

人
会
新
座
支
部（
朝
霞
市
）、込
戸
龍

男（
練
馬
区
）、宗
教
法
人
平
林
寺（
野

火
止
）、髙

正
一（
栗
原
）、東
京
信

用
金
庫（
豊
島
区
）、と
み
ま
つ
小
児

科
循
環
器
ク
リ
ニ
ッ
ク（
清
瀬
市
）、

新
座
こ
ぶ
し
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、

新
座
事
業
所
防
犯
協
力
会
、新
座
市

交
通
安
全
協
会
、新
座
市
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
連
盟
、新
座
遊
技
業
防
犯
協

力
会
、野
火
止
一
丁
目
町
内
会
、有

限
会
社
本
間
エ
ス
テ
ー
ト
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン（
清
瀬
市
）、有
限
会
社
明
友

商
事（
石
神
）

▼
公
共
奉
仕
活
動
実
践
者

○
社
会
公
共
の
た
め
に
、無
償
で
奉

仕
活
動
を
行
い
、本
市
福
祉
の
増
進

に
寄
与
さ
れ
た
方
々
／
阿
部
仁
一

（
東
）、開
沼
幸
二
郎（
野
火
止
）、狩

谷
久
美
子（
堀
ノ
内
）、北
澤
佐
問（
片

山
）、塚
瀬
三
雄（
石
神
）、山
田
信
崇

（
栗
原
）▼
問
合
せ
／
総
務
課（
☎
０

４
８-

４
８
１-

６
７
５
２
）

（
世
田
谷
区
）、天
笠

雄（
東
）、有

澤
サ
チ
子（
西
堀
）、有
賀
剛（
畑
中
）、

飯
田
益
朗（
本
多
）、岩
田
祐
子（
あ

た
ご
）、上
田
昭
憲（
馬
場
）、宇
佐
美

美
知
子（
栗
原
）、内
田
修（
新
座
）、

内
田
八
重
子（
東
北
）、有
働
博
子（
畑

中
）、浦
田
幸
惠（
野
寺
）、江
河
美
惠

子（
野
寺
）、榎
本
隆
司（
栗
原
）、大

田
綾
子（
石
神
）、小
川
清（
畑
中
）、

葛
西
美
智
子（
東
）、堅
尾
順
子（
東

北
）、加
藤
良
明（
大
和
田
）、金
井
信

子（
栗
原
）、神
谷
公
洋（
東
北
）、亀

井
公
志
郎（
畑
中
）、河
瀬
恵
梨（
堀

ノ
内
）、楠
山
弘
之（
東
北
）、久
保
章

（
北
野
）、小
泉
哲
也（
野
火
止
）、齊

藤
貢（
石
神
）、齋
藤
宗
夫（
新
座
）、

下
田
勉（
堀
ノ
内
）、下
津
佐
正
登（
練

馬
区
）、關
智
一（
北
野
）、高
橋
享
子

（
野
火
止
）、田
中
朝
信（
東
北
）、田

中
曻（
野
火
止
）、鳥
之
海
静
子（
馬

場
）、長
尾
春
美（
石
神
）、中
園
由
紀

子（
野
火
止
）、中
野
幸
子（
東
）、中

村
直
江（
野
火
止
）、西
方
美
子（
野

火
止
）、貫
井
功（
片
山
）、野
島
雅
治

（
本
多
）、野
島
泰
雄（
野
寺
）、萩
野

三
枝
子（
北
野
）、長
谷
川
栄（
野
火

止
）、八
田
一
美（
栗
原
）、浜
田
美
智

子（
野
火
止
）、原
こ
ず
惠（
大
和
田
）、

平
山
稔（
東
久
留
米
市
）、廣
川
芳
子

（
畑
中
）、三
須
俊
宏（
北
野
）、宮


久
美（
池
田
）、森
田
友
子（
野
火
止
）、

山
口
六
男（
栗
原
）、山
﨑
憲
子（
野

火
止
）、山
﨑
弘
子（
野
火
止
）、山
本

　
づ
子（
東
北
）、山
本
誠
一（
北
野
）

○
長
年
に
わ
た
り
、本
市
住
民
自
治

組
織
の
代
表
と
し
て
自
治
振
興
に
貢

献
さ
れ
た
方
々
／
阿
部
修
司（
栗
原
）、

小
向
利
美（
馬
場
）、橋
本
淳
一（
野

火
止
）、本
橋
秋
男（
栗
原
）

▼
防
犯
防
災
等
功
労
者

○
交
通
安
全
の
推
進
又
は
防
犯
活
動

に
精
励
さ
れ
、そ
の
功
績
が
顕
著
で

社
会
の
賞
賛
を
受
け
ら
れ
た
方
々
／

黍
塚
賢（
本
多
）、清
水
嶋
厚
子（
野

寺
）、髙
橋
忠
夫（
野
火
止
）、野
火
止

上
五
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

▼
社
会
福
祉
功
労
者

○
社
会
福
祉
の
向
上
に
精
励
さ
れ
、

そ
の
功
績
が
顕
著
で
社
会
の
賞
賛
を

受
け
ら
れ
た
方
／
須
田
邦
彦（
野
火

止
）

▼
教
育
文
化
等
功
労
者

○
各
種
の
ス
ポ
ー
ツ
、文
化
活
動
に

お
い
て
優
秀
な
成
績
を
収
め
ら
れ
、

本
市
教
育
文
化
の
振
興
に
貢
献
さ
れ

た
方
々
／
相
澤
潤
一
郎（
西
武
台
高
）、

阿
出
川
美
夢（
第
五
中
）、新
井
謙
信

（
立
教
新
座
中
）、荒
木
千
葵（
野
寺

小
）、池
上
義
康（
大
和
田
小
）、池
嶋

咲
乃（
東
北
小
）、池
田
幸
大（
第
三

中
）、磯
野
隆
太
郎（
片
山
小
）、井
門

孝
紀（
立
教
新
座
中
）、宇
都
宮
令
菜

（
野
火
止
小
）、大
西
海
渡（
立
教
新

座
高
）、大
野
史
佳（
西
武
台
高
）、岡

田
和
士（
立
教
新
座
高
）、小
田
晃
大

（
立
教
新
座
高
）、角
本
明
日
香（
新

堀
小
）、角
本
大
地（
新
堀
小
）、川
島

琴
美（
第
五
中
）、簡
野
肇
平（
池
田
）、

木
村
颯
太（
第
二
中
）、齊
田
健
吾（
立

教
新
座
高
）、佐
野
陽（
立
教
新
座
高
）、

清
水
銘
子（
第
六
中
）、清
水
瑠
斗（
新

座
小
）、菅
原
未
来（
西
武
台
高
）、西

武
台
高
等
学
校
情
報
科
、西
武
台
高

等
学
校
バ
ト
ン
部
、髙
瀬
朋
夏（
第

四
小
）、髙
橋
未
羽（
馬
場
）、髙
橋
未

楽（
立
教
新
座
中
）、高
宮
芙
季（
新

座
市
陸
上
競
技
協
会
）、塚
本
ジ
ャ

ス
テ
ィ
ン
惇
平（
片
山
）、戸
ヶ
崎
和

美（
畑
中
）、中
村
冠
太（
立
教
新
座

高
）、並
木
大
亮（
道
場
）、新
座
高
等

学
校
ダ
ン
ス
部
、新
座
市
立
第
三
中

学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
、新
座

選
抜
、西
山
悠
生（
立
教
新
座
高
）、

星
野
美
月（
第
五
中
）、堀
内
龍
星（
馬

場
）、牧
野
草
子（
片
山
）、柗
澤
光
翔

（
立
教
新
座
高
）、矢
島
潤
一（
立
教

新
座
高
）、山
中
望
未（
立
教
新
座
高
）、

吉
田
隆
司（
馬
場
）、米
光
美
桜（
第

六
中
）、立
教
新
座
高
等
学
校
剣
道
部
、

立
教
新
座
高
等
学
校
馬
術
部
、立
教

新
座
高
等
学
校
陸
上
競
技
部（
岡
田

和
士
、熊
井
裕
人
、佐
野
陽
、高
瀬
稜

平
、利
田
大
紀
、沼
尻
優
月
）、立
教

新
座
中
学
校
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
、綿

貫
真
尋（
第
六
中
）

▼
公
共
善
行
者

○
人
命
救
助
又
は
住
宅
火
災
の
初
期

消
火
を
行
う
な
ど
、他
の
模
範
と
な

る
行
動
を
さ
れ
た
方
々
／
阿
部
彩

（
石
神
）、内
盛
秀
一（
あ
た
ご
）、十

文
字
学
園
女
子
大
学（
菅
沢
）、菊
池

隼
人（
野
火
止
）、酒
井
喜
久
男（
練

馬
区
）、須
田
勉（
栄
）、田
　
功（
池

田
）、千
原
研（
栄
）、松
澤
邦
雄（
池

田
）、宮
本
利
明（
池
田
）

▼
公
務
等
退
職
者

○
議
会
の
議
員
と
し
て
、本
市
政
の

推
進
に
尽
力
さ
れ
た
方
々
／
朝
賀
　

義（
栄
）、浅
野
寛
子（
畑
中
）、大
山

智（
栗
原
）、城
口
博
隆（
野
火
止
）、

並
木
傑（
野
火
止
）

○
特
別
職
職
員
と
し
て
、本
市
政
の

推
進
に
尽
力
さ
れ
た
方
々
／
相
川
良

子（
野
火
止
）、阿
子
島
茂
美（
練
馬

区
）、浅
井
春
夫（
さ
い
た
ま
市
）、荒

井
マ
サ
子（
堀
ノ
内
）、石
下
和
正（
馬

場
）、石
橋
充
美（
野
火
止
）、鵜
飼
冨

子（
石
神
）、内
田
カ
ズ
子（
栗
原
）、

梅
澤
靜
枝（
栗
原
）、大
塚
雅
子（
昭

島
市
）、大
西
圭
介（
野
火
止
）、岡
野

清
史（
所
沢
市
）、荻
原
洋
志（
石
神
）、

尾
﨑
吉
明（
東
）、香
川
實（
志
木
市
）、

角
山
茂
計（
所
沢
市
）、片
岡
秀
樹（
東

北
）、片
山
巖（
新
座
）、加
藤
文
保（
大

和
田
）、加
藤
眞
弓（
野
寺
）、門
田
勝

浩（
大
和
田
）、金
子
智
恵
子（
菅
沢
）、

金
子
好
隆（
朝
霞
市
）、神
杉
敏
夫（
野

火
止
）、神
谷
浩
一（
東
北
）、川
井
直

子（
東
北
）、川
口
博
栄（
大
和
田
）、

川
瀬
昌
一
郎（
東
北
）、鳫
咲
子（
浦

安
市
）、神
田
英
明（
東
）、楠
山
弘
之

（
東
北
）、栗
原
貞
一（
中
野
）、古
賀

菜
緒
美（
新
座
）、小
林
直
美（
米
沢

市
）、駒
形
一
夫（
野
火
止
）、小
見
野

茂（
野
火
止
）、篠
塚
和
子（
大
和
田
）、

篠
山
俊
夫（
栗
原
）、鈴
木
孝
子（
石

神
）、須
田
益
太
郎（
野
火
止
）、関
本

亜
希
子（
片
山
）、高

清（
栗
原
）、

髙
橋
敏
行（
野
火
止
）、田
中
健
太
郎

（
所
沢
市
）、樽
井
智
美（
ふ
じ
み
野

市
）、都
甲
佳
代（
大
和
田
）、内
藤
由

紀
子（
畑
中
）、内
藤
幸
代（
野
寺
）、

中
島
愛（
富
士
見
市
）、中
島
希
和
子

（
台
東
区
）、並
木
新
吾（
池
田
）、並

木
勉（
道
場
）、並
木
徹
夫（
池
田
）、

並
木
実（
畑
中
）、並
木
好
夫（
野
火

止
）、野
島
敏（
野
寺
）、廣
木
幸
子（
川

越
市
）、廣
瀬
ミ
サ
子（
栄
）、福
田
ゆ

か
り（
野
火
止
）、藤
田
義
彦（
畑
中
）、

藤
野
彰（
野
火
止
）、藤
山
孝
敏（
朝

霞
市
）、細
沼
和
夫（
大
和
田
）、前
野

純
子（
堀
ノ
内
）、三
上
榮
一（
志
木

市
）、水
島
節
子（
日
野
市
）、三
原
結

子（
練
馬
区
）、宮
田
友
子（
新
堀
）、

宮
本
登
百
行（
野
火
止
）、向
井
美
穂

（
杉
並
区
）、澤
田
千
晶（
愛
知
県
大

口
町
）、本
山
麻
衣（
所
沢
市
）、故・

森
永
武（
馬
場
）、栁
橋
久
美（
東
村

山
市
）、谷
田
貝
玲
子（
朝
霞
市
）、山

田
三
郎（
野
火
止
）、山
中
美
雪（
石

神
）、山
本
　
づ
子（
東
北
）

○
住
民
自
治
組
織
の
代
表
と
し
て
、

本
市
政
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
た
方
々

／
浅
野
喜
光（
野
火
止
）、市
川
正
始

（
新
座
）、上
地
康
子（
野
火
止
）、内

堀
加
代
子（
畑
中
）、大

博（
あ
た

ご
）、尾
﨑
三
郎（
大
和
田
）、尾
﨑
吉

明（
東
）、　
池
文
男（
野
火
止
）、黍

塚
均（
野
火
止
）、小
山
拓（
野
火
止
）、

近
藤
智
英（
東
）、斉
藤
幸
子（
菅
沢
）、

齋
藤
喜
宣（
本
多
）、迫
田
恵（
馬
場
）、

佐
々
木
靖（
東
）、獅
子
倉
良
二（
野

火
止
）、髙
橋
伸
男（
野
火
止
）、辻
洋

二（
石
神
）、布
施
惠
美
子（
畑
中
）

▼
公
務
協
力
者

○
長
年
に
わ
た
り
、公
務
に
協
力
し
、

本
市
政
の
推
進
に
寄
与
さ
れ
た
方
／

故・山
腰
猛（
本
多
）

▼
用
地
等
提
供
者

○
公
共
の
た
め
に
積
極
的
に
所
有
地

等
を
提
供
さ
れ
、本
市
政
の
進
展
に

貢
献
さ
れ
た
方
々
／
新
井
秀
男（
畑

中
）、池
沢
知
子（
野
寺
）、磯
野
星
子

（
池
田
）、磯
野
多
加
江（
所
沢
市
）、

磯
野
孝（
池
田
）、伊
藤
忠
エ
ネ
ク
ス

株
式
会
社（
港
区
）、伊
藤
忠
エ
ネ
ク

ス
ホ
ー
ム
ラ
イ
フ
関
東
株
式
会
社

（
港
区
）、卜
部
恵
美（
野
寺
）、大
畑

浩（
畑
中
）、小
原
平
和（
野
火
止
）、

加
藤
滋（
清
瀬
市
）、金
子
勇（
菅
沢
）、

小
池
多
美
子（
馬
場
）、小
池
義
男（
馬

場
）、小
糸
澄
子（
新
堀
）、小
糸
正
文

（
新
堀
）、小
林
喜
市（
清
瀬
市
）、佐

藤
和
雄（
あ
た
ご
）、清
水
久
子（
野

火
止
）、清
水
ミ
ツ（
畑
中
）、清
水
要

子（
畑
中
）、宗
教
法
人
平
林
寺（
野

火
止
）、住
宅
情
報
館
株
式
会
社（
相

模
原
市
）、故・鈴
木
建
美（
野
寺
）、

鈴
木
昇
治（
野
寺
）、須
田
惠
子（
朝

霞
市
）、須
田
忠
夫（
朝
霞
市
）、須
藤

智
美（
栗
原
）、須
　
昭
一（
栗
原
）、

髙
橋
満（
西
東
京
市
）、タ
ク
ト
ホ
ー

ム
株
式
会
社（
西
東
京
市
）、田
中
和

江（
馬
場
）、田
中
照
浩（
馬
場
）、九

十
九
君
子（
菅
沢
）、永
井
則
好（
野

火
止
）、並
木
朝
子（
畑
中
）、並
木
節

子（
野
寺
）、並
木
勉（
道
場
）、並
木

伸
子（
馬
場
）、並
木
平
八（
馬
場
）、

並
木
由
雄（
片
山
）、日
建
興
業
株
式

会
社（
馬
場
）、野
島
一
彦（
堀
ノ
内
）、

野
島
節
子（
堀
ノ
内
）、濱
中
久
江（
東

　
11
月
１
日
㈫
、新
座
市
制
施
行

記
念
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
第
１
部
新
座
市
表
彰
式
で
は
、

市
民
表
彰
の
各
受
賞
者
に
表
彰
状

な
ど
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
第
２
部
で
は
、世
界
で
活
躍
す
る

中
学
生
の
堀
内
龍
星
君（
新
座
市

在
住
）に
ピ
ア
ノ
の
演
奏
を
披
露
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
第
３
部
で
は
、新
座
市
観
光
親

善
大
使
に
就
任
さ
れ
た
俳
優
の
黄

川
田
将
也
さ
ん（
新
座
市
出
身
）の

紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、第
４
部
で
は
、新
座
市
観

光
親
善
大
使
の
今
野
浩
喜
さ
ん
が

推
薦
す
る
お
笑
い
ト
リ
オ「
ト
ン
ツ

カ
タ
ン
」を
お
迎
え
し
、コ
ン
ト
を

披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

新
座
市
表
彰
式
で
の
受
賞
者
の

方
々
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略・五
十
音
順
）

表 

彰 

状

感 

謝 

状

新座市制施行記念式典を開催しました平成28年度

パ
ブ
コ
メ・意
見
募
集

事
　業
　者

保
険
・
年
金

障 

が 

い 

者

交
通
・
安
全

納期：1月4日㈬

▲第4部 お笑いトリオ「トンツカタン」のコント

▲第2部 堀内龍星君によるピアノ演奏

▲特別功労者の皆さん

※年金から特別徴収の場合は、支給時に天引き
　になります。
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※電話の掛け間違いにご注意ください。

税

「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」の

受
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た

平
成
29
年
度
広
報
に
い
ざ・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
掲
載
広
告
を
募
集

電
柱
広
告
を
利
用
し
た
公
共
表
示

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
に

加
入
し
ま
す

特
定
健
診
及
び
人
間
ド
ッ
ク
の
実
施

期
間
が
12
月
31
日
で
終
了
し
ま
す

障
が
い
者
卓
球
教
室

①
受
講
生
、②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

運
転
免
許
の
自
主
返
納
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か

11
月・12
月
は「
夕
暮
れ
時
早
め
の

ラ
イ
ト
点
灯
運
動
」期
間
で
す

「
第
３
次
新
座
市
地
域
福
祉
計
画
及
び

新
座
市
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
福
祉
活
動

計
画（
素
案
）」に
つ
い
て
の
意
見
募
集

「
第
２
次
新
座
市
配
偶
者
等
か
ら
の

暴
力
防
止
及
び
被
害
者
支
援
基
本
計
画
」

に
つ
い
て
の
意
見
募
集

図
書
館
雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
を
募
集

12
月
３
日
〜
９
日
は
障
害
者
週
間

市税などの納期
固定・都市計画税 3期
国民健康保険税 6期
介護保険料 　　　 6期
後期高齢者医療保険料　6期

平
成
29・30
年
度
入
札
参
加
資
格

登
録
に
は
審
査
の
申
請
が
必
要
で
す

▼
受
付
期
間
／
11
月
28
日
㈪
〜

12
月
16
日
㈮
、午
前
９
時
〜
11
時

及
び
午
後
１
時
〜
４
時※

詳
細

は
提
出
要
領
又
は
市
ホ
ー
ム
ぺ
ー

ジ
参
照
▼
問
合
せ
及
び
受
付
場
所

／
管
財
契
約
課（
☎
０
４
８-

４
７

７-

２
２
８
１
）へ

冬
の
交
通
事
故
防
止
運
動
を
実
施

　「
障
害
者
週
間
」は
、障
害
者
基
本

法
に
お
い
て
、国
民
の
間
に
広
く
障

が
い
者
の
福
祉
に
つ
い
て
の
関
心
と

理
解
を
深
め
、障
が
い
者
が
あ
ら
ゆ

る
分
野
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す

る
意
欲
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
設

定
さ
れ
ま
し
た
。障
が
い
の
あ
る
人

も
な
い
人
も
共
に
暮
ら
す
大
切
さ
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。▼
問
合

せ
／
障
が
い
者
福
祉
課（
☎
０
４
８-

４
２
４-

８
１
８
０
）

▼
日
時
／
１
月
７
日
か
ら
２
月
４
日

ま
で
の
毎
週
土
曜
日
、全
５
回
、午
後

１
時
30
分
〜
３
時
▼
対
象
／
①
市
内

在
住
で
障
が
い
者
手
帳
を
お
持
ち
の

方（
初
め
て
参
加
の
方
優
先
）、②
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
く
だ
さ
る
市
民

の
方（
経
験
不
問
）▼
定
員
／
①
16
名
、

②
若
干
名
▼
費
用
／
①
４
０
０
円（
保

険
代
）▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
12

月
16
日
㈮
ま
で
に
窓
口
又
は
電
話
、

フ
ァッ
ク
ス（
０
４
８-

４
８
１-

３
３
０

３
）で
、福
祉
の
里
障
が
い
者
福
祉
セ

ン
タ
ー（
☎
０
４
８-

４
８
１-

２
９
１

０
）へ※

月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
翌

日
も
）、祝
日
休
館

　
市
で
は
、Ｄ
Ｖ
防
止
及
び
被
害
者

と
そ
の
子
ど
も
の
支
援
の
よ
り一層
の

充
実
を
図
る
た
め
、新
た
に
平
成
29

年
度
か
ら
平
成
32
年
度
ま
で
の
４
年

間
を
計
画
期
間
と
す
る「
第
２
次
新

座
市
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
防
止
及

び
被
害
者
支
援
基
本
計
画
」の
策
定

に
向
け
、男
女
共
同
参
画
審
議
会
を

中
心
に
検
討
を
進
め
て
お
り
、計
画

の
中
間
報
告
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

▼
意
見
募
集
期
間
／
12
月
５
日
㈪
〜

20
日
㈫
▼
中
間
報
告
の
公
表
方
法
／

人
権
推
進
課
窓
口
、情
報
公
開
総
合

窓
口（
市
政
情
報
課
）、に
い
ざ
ほ
っ
と

ぷ
ら
ざ
、各
公
民
館・コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。※

男
女
共
同
参

画
審
議
会
会
議
録
な
ど
の
関
係
資
料

は
、情
報
公
開
総
合
窓
口
及
び
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
提
出
で
き
る
方
／
○
本
市
に
在
住

及
び
在
勤
在
学（
本
市
に
事
務
所
、事

業
所
を
有
す
る
法
人
な
ど
）、○
本
市

に
納
税
義
務
を
有
す
る
方
、○
本
事

案
に
利
害
関
係
を
有
す
る
方
▼
留
意

事
項
／
○
提
出
の
際
、使
用
す
る
言

語
は
日
本
語
と
し
、提
出
さ
れ
る
方

の
住
所・氏
名（
法
人
な
ど
の
場
合
は
、

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
、名
称
及

び
代
表
者
の
氏
名
）を
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。○
ご
意
見
に
対
す
る
個
別

の
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
が
、ご
意
見

は
今
後
の
審
議
の
参
考
と
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
及
び
意
見
の
提
出
先
／
書

面
で
直
接
又
は
郵
送
、意
見
募
集
フ

ォ
ー
ム（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
パ
ブ

リ
ッ
ク・コ
メ
ン
ト（
意
見
募
集
）等
」

の
ペ
ー
ジ
か
ら
送
信
）、フ
ァ
ッ
ク
ス

▼
特
別
功
労
者

○
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
い
て
活

躍
さ
れ
、ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
多
大

な
貢
献
を
さ
れ
た
方
々
／
石
川
丈
則

（
練
馬
区
）、永
田
裕
幸（
三
芳
町
）、

宮
川
紗
江（
西
武
台
高
）、三
宅
義
行

（
野
火
止
）

▼
公
務
等
功
労
者

○
長
年
に
わ
た
り
、議
会
の
議
員
と

し
て
市
政
の
重
責
を
担
わ
れ
、自
治

の
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
／
榎
本

賢
治（
堀
ノ
内
）、小
野
大
輔（
新
座
）、

島
田
久
仁
代（
大
和
田
）

○
長
年
に
わ
た
り
、特
別
職
職
員
と

し
て
公
務
に
精
励
さ
れ
、本
市
政
の

推
進
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
／
赤
坂
信

（
０
４
８-

４
７
９-

２
２
２
５
）で
人
権

推
進
課（
〒
３
５
２-

８
６
２
３
野
火

止
１-

１-

１
、☎
０
４
８-

４
７
７-

１

５
１
３
）へ

　
市
で
は
、新
た
な
市
民
ニ
ー
ズ
や

福
祉
課
題
に
対
応
す
る
べ
く
、平
成

29
年
度
か
ら
33
年
度
ま
で
を
計
画
期

間
と
す
る
第
３
次
新
座
市
地
域
福
祉

計
画
及
び
新
座
市
社
会
福
祉
協
議
会

地
域
福
祉
活
動
計
画
を
策
定
す
る
た

め
、新
座
市
地
域
福
祉
計
画
推
進
委

員
会（
以
下
、推
進
委
員
会
）が
、こ
れ

ま
で
審
議
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
度
、素
案
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
の
で
、意
見
を
募
集
し
ま
す
。推
進

委
員
会
で
は
頂
い
た
意
見
を
踏
ま
え

て
、市
へ
の
答
申
に
向
け
た
最
終
的
な

検
討
を
行
い
ま
す
。▼
意
見
募
集
期

間
／
12
月
１
日
㈭
〜
15
日
㈭
▼
素
案

の
公
表
場
所
／
生
活
福
祉
課
、情
報

公
開
総
合
窓
口（
市
政
情
報
課
）、に

い
ざ
ほ
っ
と
ぷ
ら
ざ
、各
公
民
館・コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
及
び
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。▼
提

出
で
き
る
方
／
○
本
市
に
在
住
又
は

在
勤
在
学
の
方
、○
本
市
に
事
務
所
、

事
業
所
を
有
す
る
法
人
な
ど
、○
本

市
に
納
税
義
務
を
有
す
る
方
、○
本

事
案
に
利
害
関
係
を
有
す
る
方
▼
留

意
事
項
／
○
提
出
に
当
た
っ
て
使
用

す
る
言
語
は
日
本
語
と
し
、提
出
さ

れ
る
方
の
住
所・氏
名（
法
人
な
ど
の

場
合
は
、主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
、

名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名
）を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。○
提
出
い
た
だ
い

た
意
見
と
そ
れ
に
対
す
る
推
進
委
員

会
の
考
え
方
に
つ
い
て
は
、簡
潔
に
ま

と
め
て
公
表
し
ま
す
。な
お
、提
出
し

て
い
た
だ
い
た
方
の
住
所・氏
名
は
公

表
し
ま
せ
ん
。▼
問
合
せ
及
び
意
見

の
提
出
先
／
書
面
で
直
接
、又
は
郵

送
、フ
ァッ
ク
ス（
０
４
８-

４
８
２-

５

２
２
１
）、意
見
募
集
フ
ォ
ー
ム（
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト（
意
見
募
集
）等
」の
ペ
ー
ジ
か
ら

送
信
）で
生
活
福
祉
課（
〒
３
５
２-

８

６
２
３
野
火
止
１-

１-

１
、☎
０
４
８

-

４
２
４-

９
６
０
７
）へ

▼
埼
玉
県
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会

優
秀
賞
／
松
本
美
柚（
新
座
中
学
校

３
年
生
）、金
子
ひ
か
る（
第
二
中
学

校
３
年
生
）、片
井
麻
有
里（
第
五
中

学
校
３
年
生
）▼
朝
霞
税
務
署
長
賞

／
西
山
真
央（
第
五
中
学
校
３
年
生
）

▼
新
座
市
長
賞
／
逸
見
友
花（
第
三

中
学
校
３
年
生
）▼
朝
霞
税
務
署
管

内
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞
／
中

島
郁
人（
第
五
中
学
校
３
年
生
）▼
新

座
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞
／
濱
田

真
衣（
第
五
中
学
校
３
年
生
）▼
朝
霞

税
務
署
管
内
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

長
賞
／
堀
田
舜
介（
第
六
中
学
校
３

年
生
）、富
崎
佑
太（
第
四
中
学
校
３

年
生
）▼
埼
玉
県
租
税
教
育
推
進
協

議
会
長
賞
／
川
口
裕
太
郎（
学
校
法

人
立
教
学
院
立
教
新
座
高
等
学
校
２

年
生
）▼
朝
霞
税
務
署
長
賞
／
宮
脇

瑠
架（
新
座
総
合
技
術
高
等
学
校
１

年
生
） ▼
問
合
せ
／
朝
霞
税
務
署（
☎

０
４
８-

４
６
７-

２
２
１
１
）※

自
動

音
声
に
従
い「
２
」を
選
択

　
　

▼
募
集
期
間
／
12
月
22
日
㈭
ま
で※

掲
載
期
間
、対
象
、広
告
規
格
、掲
載

料
な
ど
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、問
合
せ
く
だ
さ

い
。▼
問
合
せ
／
市
政
情
報
課（
☎
０

４
８-

４
２
４-

９
６
０
０
）

　
図
書
館
の
雑
誌
の
購
入
費
用
を
ご

負
担
い
た
だ
く
代
わ
り
に
、そ
の
雑

誌
の
最
新
号
の
カ
バ
ー
に
事
業
者
の

広
告
を
貼
付
し
ま
す
。詳
細
は
図
書

館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
▼
問
合
せ
／

中
央
図
書
館（
☎
０
４
８-

４
８
１-

１

１
１
５
）へ

　
交
通
事
故
は
、午
後
４
時
〜
６
時

に
最
も
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。自

動
車
や
自
転
車
の
早
め
の
ラ
イ
ト
点

灯
は
、歩
行
者
、障
害
物
、危
険
を
発

見
す
る
だ
け
で
は
な
く
、自
分
の
存

在
を
知
ら
せ
る
効
果
も
あ
り
ま
す
の

で
、早
め
の
点
灯
を
心
掛
け
て
く
だ

さ
い
。▼
問
合
せ
／
市
民
安
全
課（
☎

０
４
８-

４
７
７-

２
４
８
４
）

▼
期
間
／
12
月
１
日
㈭
〜
15
日
㈭
▼

新
座
市
重
点
目
標
＝
自
転
車・歩
行

者
の
交
通
事
故
防
止（
特
に
、改
正
道

路
交
通
法
の
周
知
と
自
転
車
保
険
の

加
入
促
進
）▼
出
発
式
／
12
月
１
日

㈭
、午
前
10
時
か
ら※

新
座
駅
南
口

公
園
出
発
▼
問
合
せ
／
市
民
安
全
課

（
☎
０
４
８-

４
７
７-

２
４
８
４
）

　
10
月
４
日
に
東
電
タ
ウ
ン
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
㈱
と「
地
域
貢
献
型
広
告
に

関
す
る
協
定
」を
締
結
し
、電
柱
広
告

を
利
用
し
た
地
域
へ
の
公
共
的
な
情

報
発
信
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。▼
問
合
せ
／
市
民
安
全
課（
☎
０

４
８-

４
７
７-

２
５
０
２
）

　「
運
転
に
自
信
が
な
く
な
っ
た
」な

ど
、お
悩
み
の
方
は
、運
転
免
許
の
自

主
返
納
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。埼
玉
県
警
察
で
は
、シ
ル
バ
ー・

サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

■
シ
ル
バ
ー・サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
＝

　
運
転
免
許
を
自
主
返
納
し
た
方
は
、

「
運
転
経
歴
証
明
書
」を
申
請
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。こ
れ
を
提
示
す
る

と
シ
ル
バ
ー・サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
の
協

賛
事
業
所
で
さ
ま
ざ
ま
な
特
典
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。協
賛
事
業

所
に
つ
い
て
は
、埼
玉
県
警
察
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.police.pr
ef.saitam

a.lg.jp

）参
照
▼
問
合
せ

／
長
寿
支
援
課（
☎
０
４
８-

４
２
４-

９
６
１
１
）

　
20
歳
に
な
る
と
、全
て
の
方
が
国

民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。老
後
だ
け
で
な
く
、病
気
や
け
が

で
障
が
い
が
残
っ
た
と
き
に
は
障
害

基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。未
納

の
場
合
は
将
来
の
年
金
額
が
減
っ
た

り
支
給
さ
れ
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。※

納
め
ら
れ
な
い
と
き
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。▼
問
合
せ
／
国
保

年
金
課（
☎
０
４
８-

４
２
４-

９
６
１

２
）又
は
埼
玉
国
民
年
金
電
話
相
談

セ
ン
タ
ー（
☎
０
４
９-

２
４
８-

１
１

６
５
）

　
特
定
健
診
は
、市
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
る
40
歳
か
ら
74
歳
ま

で
の
方
を
対
象
に
、無
料
で
医
療
機

関
に
て
実
施
し
て
い
ま
す
。人
間
ド
ッ

ク
は
、市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
、

国
民
健
康
保
険
税
を
完
納
し
て
い
る

世
帯
の
方
を
対
象
に
、自
己
負
担
１

万
円
で
実
施
し
て
い
ま
す
。※

詳
細

は
６
月
下
旬
に
送
付
し
た
案
内
や
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
▼
問
合
せ
／

国
保
年
金
課（
☎
０
４
８-

４
２
４-

４

８
５
３
）

久
留
米
市
）、林
弘
行（
野
寺
）、増
木

工
業
株
式
会
社（
野
火
止
）、松
岡
洋

子（
池
田
）、横
山
浩
一（
府
中
市
）、

横
山
眞
一（
清
瀬
市
）

▼
私
財
寄
附
者

○
公
共
の
た
め
に
積
極
的
に
私
財
を

提
供
さ
れ
、本
市
政
の
進
展
に
貢
献

さ
れ
た
方
々
／
一
般
社
団
法
人
埼
玉

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会（
さ
い
た
ま
市
）、

青
梅
信
用
金
庫（
青
梅
市
）、学
校
法

人
竹
内
学
園（
大
和
田
）、株
式
会
社

ス
ズ
ヒ
ロ
産
業（
菅
沢
）、栗
原
一
丁

目
町
内
会
、公
益
社
団
法
人
朝
霞
法

人
会
新
座
支
部（
朝
霞
市
）、込
戸
龍

男（
練
馬
区
）、宗
教
法
人
平
林
寺（
野

火
止
）、髙

正
一（
栗
原
）、東
京
信

用
金
庫（
豊
島
区
）、と
み
ま
つ
小
児

科
循
環
器
ク
リ
ニ
ッ
ク（
清
瀬
市
）、

新
座
こ
ぶ
し
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、

新
座
事
業
所
防
犯
協
力
会
、新
座
市

交
通
安
全
協
会
、新
座
市
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
連
盟
、新
座
遊
技
業
防
犯
協

力
会
、野
火
止
一
丁
目
町
内
会
、有

限
会
社
本
間
エ
ス
テ
ー
ト
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン（
清
瀬
市
）、有
限
会
社
明
友

商
事（
石
神
）

▼
公
共
奉
仕
活
動
実
践
者

○
社
会
公
共
の
た
め
に
、無
償
で
奉

仕
活
動
を
行
い
、本
市
福
祉
の
増
進

に
寄
与
さ
れ
た
方
々
／
阿
部
仁
一

（
東
）、開
沼
幸
二
郎（
野
火
止
）、狩

谷
久
美
子（
堀
ノ
内
）、北
澤
佐
問（
片

山
）、塚
瀬
三
雄（
石
神
）、山
田
信
崇

（
栗
原
）▼
問
合
せ
／
総
務
課（
☎
０

４
８-

４
８
１-

６
７
５
２
）

（
世
田
谷
区
）、天
笠

雄（
東
）、有

澤
サ
チ
子（
西
堀
）、有
賀
剛（
畑
中
）、

飯
田
益
朗（
本
多
）、岩
田
祐
子（
あ

た
ご
）、上
田
昭
憲（
馬
場
）、宇
佐
美

美
知
子（
栗
原
）、内
田
修（
新
座
）、

内
田
八
重
子（
東
北
）、有
働
博
子（
畑

中
）、浦
田
幸
惠（
野
寺
）、江
河
美
惠

子（
野
寺
）、榎
本
隆
司（
栗
原
）、大

田
綾
子（
石
神
）、小
川
清（
畑
中
）、

葛
西
美
智
子（
東
）、堅
尾
順
子（
東

北
）、加
藤
良
明（
大
和
田
）、金
井
信

子（
栗
原
）、神
谷
公
洋（
東
北
）、亀

井
公
志
郎（
畑
中
）、河
瀬
恵
梨（
堀

ノ
内
）、楠
山
弘
之（
東
北
）、久
保
章

（
北
野
）、小
泉
哲
也（
野
火
止
）、齊

藤
貢（
石
神
）、齋
藤
宗
夫（
新
座
）、

下
田
勉（
堀
ノ
内
）、下
津
佐
正
登（
練

馬
区
）、關
智
一（
北
野
）、高
橋
享
子

（
野
火
止
）、田
中
朝
信（
東
北
）、田

中
曻（
野
火
止
）、鳥
之
海
静
子（
馬

場
）、長
尾
春
美（
石
神
）、中
園
由
紀

子（
野
火
止
）、中
野
幸
子（
東
）、中

村
直
江（
野
火
止
）、西
方
美
子（
野

火
止
）、貫
井
功（
片
山
）、野
島
雅
治

（
本
多
）、野
島
泰
雄（
野
寺
）、萩
野

三
枝
子（
北
野
）、長
谷
川
栄（
野
火

止
）、八
田
一
美（
栗
原
）、浜
田
美
智

子（
野
火
止
）、原
こ
ず
惠（
大
和
田
）、

平
山
稔（
東
久
留
米
市
）、廣
川
芳
子

（
畑
中
）、三
須
俊
宏（
北
野
）、宮


久
美（
池
田
）、森
田
友
子（
野
火
止
）、

山
口
六
男（
栗
原
）、山
﨑
憲
子（
野

火
止
）、山
﨑
弘
子（
野
火
止
）、山
本

　
づ
子（
東
北
）、山
本
誠
一（
北
野
）

○
長
年
に
わ
た
り
、本
市
住
民
自
治

組
織
の
代
表
と
し
て
自
治
振
興
に
貢

献
さ
れ
た
方
々
／
阿
部
修
司（
栗
原
）、

小
向
利
美（
馬
場
）、橋
本
淳
一（
野

火
止
）、本
橋
秋
男（
栗
原
）

▼
防
犯
防
災
等
功
労
者

○
交
通
安
全
の
推
進
又
は
防
犯
活
動

に
精
励
さ
れ
、そ
の
功
績
が
顕
著
で

社
会
の
賞
賛
を
受
け
ら
れ
た
方
々
／

黍
塚
賢（
本
多
）、清
水
嶋
厚
子（
野

寺
）、髙
橋
忠
夫（
野
火
止
）、野
火
止

上
五
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

▼
社
会
福
祉
功
労
者

○
社
会
福
祉
の
向
上
に
精
励
さ
れ
、

そ
の
功
績
が
顕
著
で
社
会
の
賞
賛
を

受
け
ら
れ
た
方
／
須
田
邦
彦（
野
火

止
）

▼
教
育
文
化
等
功
労
者

○
各
種
の
ス
ポ
ー
ツ
、文
化
活
動
に

お
い
て
優
秀
な
成
績
を
収
め
ら
れ
、

本
市
教
育
文
化
の
振
興
に
貢
献
さ
れ

た
方
々
／
相
澤
潤
一
郎（
西
武
台
高
）、

阿
出
川
美
夢（
第
五
中
）、新
井
謙
信

（
立
教
新
座
中
）、荒
木
千
葵（
野
寺

小
）、池
上
義
康（
大
和
田
小
）、池
嶋

咲
乃（
東
北
小
）、池
田
幸
大（
第
三

中
）、磯
野
隆
太
郎（
片
山
小
）、井
門

孝
紀（
立
教
新
座
中
）、宇
都
宮
令
菜

（
野
火
止
小
）、大
西
海
渡（
立
教
新

座
高
）、大
野
史
佳（
西
武
台
高
）、岡

田
和
士（
立
教
新
座
高
）、小
田
晃
大

（
立
教
新
座
高
）、角
本
明
日
香（
新

堀
小
）、角
本
大
地（
新
堀
小
）、川
島

琴
美（
第
五
中
）、簡
野
肇
平（
池
田
）、

木
村
颯
太（
第
二
中
）、齊
田
健
吾（
立

教
新
座
高
）、佐
野
陽（
立
教
新
座
高
）、

清
水
銘
子（
第
六
中
）、清
水
瑠
斗（
新

座
小
）、菅
原
未
来（
西
武
台
高
）、西

武
台
高
等
学
校
情
報
科
、西
武
台
高

等
学
校
バ
ト
ン
部
、髙
瀬
朋
夏（
第

四
小
）、髙
橋
未
羽（
馬
場
）、髙
橋
未

楽（
立
教
新
座
中
）、高
宮
芙
季（
新

座
市
陸
上
競
技
協
会
）、塚
本
ジ
ャ

ス
テ
ィ
ン
惇
平（
片
山
）、戸
ヶ
崎
和

美（
畑
中
）、中
村
冠
太（
立
教
新
座

高
）、並
木
大
亮（
道
場
）、新
座
高
等

学
校
ダ
ン
ス
部
、新
座
市
立
第
三
中

学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
、新
座

選
抜
、西
山
悠
生（
立
教
新
座
高
）、

星
野
美
月（
第
五
中
）、堀
内
龍
星（
馬

場
）、牧
野
草
子（
片
山
）、柗
澤
光
翔

（
立
教
新
座
高
）、矢
島
潤
一（
立
教

新
座
高
）、山
中
望
未（
立
教
新
座
高
）、

吉
田
隆
司（
馬
場
）、米
光
美
桜（
第

六
中
）、立
教
新
座
高
等
学
校
剣
道
部
、

立
教
新
座
高
等
学
校
馬
術
部
、立
教

新
座
高
等
学
校
陸
上
競
技
部（
岡
田

和
士
、熊
井
裕
人
、佐
野
陽
、高
瀬
稜

平
、利
田
大
紀
、沼
尻
優
月
）、立
教

新
座
中
学
校
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
、綿

貫
真
尋（
第
六
中
）

▼
公
共
善
行
者

○
人
命
救
助
又
は
住
宅
火
災
の
初
期

消
火
を
行
う
な
ど
、他
の
模
範
と
な

る
行
動
を
さ
れ
た
方
々
／
阿
部
彩

（
石
神
）、内
盛
秀
一（
あ
た
ご
）、十

文
字
学
園
女
子
大
学（
菅
沢
）、菊
池

隼
人（
野
火
止
）、酒
井
喜
久
男（
練

馬
区
）、須
田
勉（
栄
）、田
　
功（
池

田
）、千
原
研（
栄
）、松
澤
邦
雄（
池

田
）、宮
本
利
明（
池
田
）

▼
公
務
等
退
職
者

○
議
会
の
議
員
と
し
て
、本
市
政
の

推
進
に
尽
力
さ
れ
た
方
々
／
朝
賀
　

義（
栄
）、浅
野
寛
子（
畑
中
）、大
山

智（
栗
原
）、城
口
博
隆（
野
火
止
）、

並
木
傑（
野
火
止
）

○
特
別
職
職
員
と
し
て
、本
市
政
の

推
進
に
尽
力
さ
れ
た
方
々
／
相
川
良

子（
野
火
止
）、阿
子
島
茂
美（
練
馬

区
）、浅
井
春
夫（
さ
い
た
ま
市
）、荒

井
マ
サ
子（
堀
ノ
内
）、石
下
和
正（
馬

場
）、石
橋
充
美（
野
火
止
）、鵜
飼
冨

子（
石
神
）、内
田
カ
ズ
子（
栗
原
）、

梅
澤
靜
枝（
栗
原
）、大
塚
雅
子（
昭

島
市
）、大
西
圭
介（
野
火
止
）、岡
野

清
史（
所
沢
市
）、荻
原
洋
志（
石
神
）、

尾
﨑
吉
明（
東
）、香
川
實（
志
木
市
）、

角
山
茂
計（
所
沢
市
）、片
岡
秀
樹（
東

北
）、片
山
巖（
新
座
）、加
藤
文
保（
大

和
田
）、加
藤
眞
弓（
野
寺
）、門
田
勝

浩（
大
和
田
）、金
子
智
恵
子（
菅
沢
）、

金
子
好
隆（
朝
霞
市
）、神
杉
敏
夫（
野

火
止
）、神
谷
浩
一（
東
北
）、川
井
直

子（
東
北
）、川
口
博
栄（
大
和
田
）、

川
瀬
昌
一
郎（
東
北
）、鳫
咲
子（
浦

安
市
）、神
田
英
明（
東
）、楠
山
弘
之

（
東
北
）、栗
原
貞
一（
中
野
）、古
賀

菜
緒
美（
新
座
）、小
林
直
美（
米
沢

市
）、駒
形
一
夫（
野
火
止
）、小
見
野

茂（
野
火
止
）、篠
塚
和
子（
大
和
田
）、

篠
山
俊
夫（
栗
原
）、鈴
木
孝
子（
石

神
）、須
田
益
太
郎（
野
火
止
）、関
本

亜
希
子（
片
山
）、高

清（
栗
原
）、

髙
橋
敏
行（
野
火
止
）、田
中
健
太
郎

（
所
沢
市
）、樽
井
智
美（
ふ
じ
み
野

市
）、都
甲
佳
代（
大
和
田
）、内
藤
由

紀
子（
畑
中
）、内
藤
幸
代（
野
寺
）、

中
島
愛（
富
士
見
市
）、中
島
希
和
子

（
台
東
区
）、並
木
新
吾（
池
田
）、並

木
勉（
道
場
）、並
木
徹
夫（
池
田
）、

並
木
実（
畑
中
）、並
木
好
夫（
野
火

止
）、野
島
敏（
野
寺
）、廣
木
幸
子（
川

越
市
）、廣
瀬
ミ
サ
子（
栄
）、福
田
ゆ

か
り（
野
火
止
）、藤
田
義
彦（
畑
中
）、

藤
野
彰（
野
火
止
）、藤
山
孝
敏（
朝

霞
市
）、細
沼
和
夫（
大
和
田
）、前
野

純
子（
堀
ノ
内
）、三
上
榮
一（
志
木

市
）、水
島
節
子（
日
野
市
）、三
原
結

子（
練
馬
区
）、宮
田
友
子（
新
堀
）、

宮
本
登
百
行（
野
火
止
）、向
井
美
穂

（
杉
並
区
）、澤
田
千
晶（
愛
知
県
大

口
町
）、本
山
麻
衣（
所
沢
市
）、故・

森
永
武（
馬
場
）、栁
橋
久
美（
東
村

山
市
）、谷
田
貝
玲
子（
朝
霞
市
）、山

田
三
郎（
野
火
止
）、山
中
美
雪（
石

神
）、山
本
　
づ
子（
東
北
）

○
住
民
自
治
組
織
の
代
表
と
し
て
、

本
市
政
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
た
方
々

／
浅
野
喜
光（
野
火
止
）、市
川
正
始

（
新
座
）、上
地
康
子（
野
火
止
）、内

堀
加
代
子（
畑
中
）、大

博（
あ
た

ご
）、尾
﨑
三
郎（
大
和
田
）、尾
﨑
吉

明（
東
）、　
池
文
男（
野
火
止
）、黍

塚
均（
野
火
止
）、小
山
拓（
野
火
止
）、

近
藤
智
英（
東
）、斉
藤
幸
子（
菅
沢
）、

齋
藤
喜
宣（
本
多
）、迫
田
恵（
馬
場
）、

佐
々
木
靖（
東
）、獅
子
倉
良
二（
野

火
止
）、髙
橋
伸
男（
野
火
止
）、辻
洋

二（
石
神
）、布
施
惠
美
子（
畑
中
）

▼
公
務
協
力
者

○
長
年
に
わ
た
り
、公
務
に
協
力
し
、

本
市
政
の
推
進
に
寄
与
さ
れ
た
方
／

故・山
腰
猛（
本
多
）

▼
用
地
等
提
供
者

○
公
共
の
た
め
に
積
極
的
に
所
有
地

等
を
提
供
さ
れ
、本
市
政
の
進
展
に

貢
献
さ
れ
た
方
々
／
新
井
秀
男（
畑

中
）、池
沢
知
子（
野
寺
）、磯
野
星
子

（
池
田
）、磯
野
多
加
江（
所
沢
市
）、

磯
野
孝（
池
田
）、伊
藤
忠
エ
ネ
ク
ス

株
式
会
社（
港
区
）、伊
藤
忠
エ
ネ
ク

ス
ホ
ー
ム
ラ
イ
フ
関
東
株
式
会
社

（
港
区
）、卜
部
恵
美（
野
寺
）、大
畑

浩（
畑
中
）、小
原
平
和（
野
火
止
）、

加
藤
滋（
清
瀬
市
）、金
子
勇（
菅
沢
）、

小
池
多
美
子（
馬
場
）、小
池
義
男（
馬

場
）、小
糸
澄
子（
新
堀
）、小
糸
正
文

（
新
堀
）、小
林
喜
市（
清
瀬
市
）、佐

藤
和
雄（
あ
た
ご
）、清
水
久
子（
野

火
止
）、清
水
ミ
ツ（
畑
中
）、清
水
要

子（
畑
中
）、宗
教
法
人
平
林
寺（
野

火
止
）、住
宅
情
報
館
株
式
会
社（
相

模
原
市
）、故・鈴
木
建
美（
野
寺
）、

鈴
木
昇
治（
野
寺
）、須
田
惠
子（
朝

霞
市
）、須
田
忠
夫（
朝
霞
市
）、須
藤

智
美（
栗
原
）、須
　
昭
一（
栗
原
）、

髙
橋
満（
西
東
京
市
）、タ
ク
ト
ホ
ー

ム
株
式
会
社（
西
東
京
市
）、田
中
和

江（
馬
場
）、田
中
照
浩（
馬
場
）、九

十
九
君
子（
菅
沢
）、永
井
則
好（
野

火
止
）、並
木
朝
子（
畑
中
）、並
木
節

子（
野
寺
）、並
木
勉（
道
場
）、並
木

伸
子（
馬
場
）、並
木
平
八（
馬
場
）、

並
木
由
雄（
片
山
）、日
建
興
業
株
式

会
社（
馬
場
）、野
島
一
彦（
堀
ノ
内
）、

野
島
節
子（
堀
ノ
内
）、濱
中
久
江（
東

　
11
月
１
日
㈫
、新
座
市
制
施
行

記
念
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
第
１
部
新
座
市
表
彰
式
で
は
、

市
民
表
彰
の
各
受
賞
者
に
表
彰
状

な
ど
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
第
２
部
で
は
、世
界
で
活
躍
す
る

中
学
生
の
堀
内
龍
星
君（
新
座
市

在
住
）に
ピ
ア
ノ
の
演
奏
を
披
露
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
第
３
部
で
は
、新
座
市
観
光
親

善
大
使
に
就
任
さ
れ
た
俳
優
の
黄

川
田
将
也
さ
ん（
新
座
市
出
身
）の

紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、第
４
部
で
は
、新
座
市
観

光
親
善
大
使
の
今
野
浩
喜
さ
ん
が

推
薦
す
る
お
笑
い
ト
リ
オ「
ト
ン
ツ

カ
タ
ン
」を
お
迎
え
し
、コ
ン
ト
を

披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

新
座
市
表
彰
式
で
の
受
賞
者
の

方
々
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略・五
十
音
順
）

表 

彰 

状

感 

謝 

状

新座市制施行記念式典を開催しました平成28年度

パ
ブ
コ
メ・意
見
募
集

事
　業
　者

保
険
・
年
金

障 

が 

い 

者

交
通
・
安
全

納期：1月4日㈬

▲第4部 お笑いトリオ「トンツカタン」のコント

▲第2部 堀内龍星君によるピアノ演奏

▲特別功労者の皆さん

※年金から特別徴収の場合は、支給時に天引き
　になります。


